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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

奥
球
磨
地
域
の
概
要

　

日
本
三
急
流
の
一
つ
熊
本
県
球
磨
川
の
上
流
域
に
位
置

す
る
湯ゆ

の
ま
え
ま
ち

前
町
と
水み
ず
か
み
む
ら

上
村
は
、
奥
球
磨
と
呼
ば
れ
、
標
高
１
，

７
２
１
メ
ー
ト
ル
の
市い

ち
ふ
さ
や
ま

房
山
を
背
に
し
て
、
林
業
を
基
幹
産

業
の
一
つ
と
す
る
山
間
地
域
で
す
。
約
２
万
１
千
ha
の
森
林

を
生
産
基
盤
と
し
て
盛
ん
に
保
育
事
業
や
素
材
生
産
事
業
を

行
い
、
丸
太
生
産
量
は
約
13
万
㎥
／
年
を
誇
り
ま
す
。
人
口

熊
本
県
奥
球
磨
地
域

森
林
の
公
的
管
理
と
球
磨
ス
ギ・ヒ
ノ
キ
の

高
付
加
価
値
化
に
よ
る
地
域
林
業
再
興
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

管理された森林（湯前町町有林）

市房山の大杉（水上村）

市場ニーズをふまえた木材の供給

・	

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

・	

新
規
需
要
の
開
拓

奥球磨みらいのもり創造協議会 

消費者・
需要者

・	
林
業
事
業
体
と
高
度
な
人
材
の

育
成

・	

再
造
林
１
０
０
％

・	

大
径
材
の
高
付
加
価
値
化

・	

国
産
無
垢
Ｊ
Ａ
Ｓ
供
給

・	

地
域
課
題
で
あ
る
バ
ー
ク
処
理

SCM

利益の還元

奥球磨からのチャレンジ

林業 · 木材産業の再興

森　林
所有者

経営意欲の喚起

地域の関係者で実現する将来像
■	「行政」と「意欲と能力のある林業
経営体」が担う森林の管理、経営
体制の確立
■	森林から得られる利益の山元還
元の最大化
	（大径化する球磨スギ・ヒノキの
高付加価値化）

素材生産 製造加工 販　売

【対策１】公的関与による持続可
能な資源供給に向けた環境整備

【対策２】大径材の需要促進と地
域内における「トータル林業化」

【対策３】「もり」を支える人材育
成
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近
年
地
域
内
の
製
材
業
は
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
多
く
の
原
木

（
丸
太
）
が
、
地
域
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
資
源

を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
、
素
材
生
産
さ
れ
た
原
木
の
地
域

内
製
材
割
合
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
需
要
者
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
理
解
し
、

そ
れ
ら
に
対
応
し
た
製
材
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
製
材
品
の
付
加
価
値
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各

種
製
品
の
製
造
方
法
や
供
給
体
制
等
を
改
善
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
現
在
ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等
級
区
分
構
造
用
製
材

の
供
給
や
木
材
乾
燥
法
の
改
善
に
よ
る
新
規
製
造
方
法
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
内
の
製
材
工
場
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、
県
内
外

の
公
共
建
築
な
ど
へ
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
高
価
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
で
す
が
、
木
材
乾
燥
法
の
改
善

等
に
よ
り
効
率
化
を
図
り
、
現
実
的
な
価
格
で
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
州
南
部
で
顕
在
化
し
て
い
る
大
径
化
問
題
に
対

６
千
人
程
の
自
治
体
規
模
の
実
績
と
し
て
は
全
国
的
に
も
最

高
水
準
の
林
業
隆
盛
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

	
奥
球
磨
み
ら
い
の
も
り

創
造
協
議
会
の
取
組

　
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
継
続
的
に
維
持
し
な
が
ら
最
大

限
に
利
活
用
す
る
こ
と
が
、
雇
用
の
創
出
な
ど
を
通
じ
た
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
過
疎
化
傾
向
に
あ
る
郷
土
の
未

来
創
造
に
多
大
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
内
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
、
都
市

部
消
費
地
の
流
通
業
者
、
地
元
自
治
体
と
共
に
「
奥
球
磨
み

ら
い
の
も
り
創
造
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
一
気
通
貫
の
木

材
の
供
給
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に
は
国
の

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
へ
の
選
定
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
内
で
は
、
旺
盛
な
素
材
生
産
が
あ
り
な
が
ら
、
伐
採

後
に
は
着
実
に
再
造
林
が
行
わ
れ
、
高
い
再
造
林
率
を
誇
り

ま
す
。
１
０
０
％
の
再
造
林
を
目
指
し
、
ま
た
林
業
の
担
い

手
の
育
成
や
労
働
環
境
の
改
善
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
木
材
製
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、
消
費
者
な
ど
か

ら
の
評
価
の
向
上
と
、
利
益
を
山
元
に
還
元
す
る
こ
と
で
山

林
所
有
者
の
林
業
経
営
へ
の
意
欲
の
喚
起
を
目
論
ん
で
い
ま

す
。

地
域
材
の
高
付
加
価
値
化
へ
向
け
た

取
組

　
地
域
内
で
は
素
材
生
産
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

応
す
る
た
め
、「
丸
太
状
熱
処
理
併
用
複
合
乾
燥
法
を
用
い
た

芯
去
り
製
材
法
」
を
開
発
し
、
優
れ
た
品
質
の
美
し
い
化
粧

用
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
製
法
の
技
術
と
生
産
さ
れ

た
各
種
商
品
が
、ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
は
じ
め
と
す
る
数
々

の
賞
を
い
た
だ
き
、
多
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
材
製
品
は
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
関
連
施
設
や
公
共
建
築
物
、

有
名
企
業
の
社
屋
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　
令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、
球
磨
川
が
氾
濫
し
て
多
大

な
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
65
名
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
球
磨
川
上
流
の
奥
球
磨
地
域
で
は
、
中
流
域
や
下
流
域

と
比
較
し
て
浸
水
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
令
和
３
年

の
年
初
時
点
で
は
鉄
道
の
復
旧
も
目
処
が
立
た
ず
、
山
地
に

お
い
て
も
随
所
で
流
さ
れ
た
林
道
な
ど
の
復
旧
未
完
了
箇
所

が
多
数
あ
り
ま
す
。
幸
い

林
業
関
係
者
な
ど
の
懸
命

な
努
力
の
結
果
、
本
事
業

に
お
け
る
素
材
供
給
に
は

支
障
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
事
業
が
早
期
復
興
へ

の
一
助
と
な
る
べ
く
鋭
意

努
め
て
い
ま
す
。

大径丸太の熱処理施設

氾濫した球磨川と浸水した球磨村（西日本新聞社撮影）




